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 庄原市上野総合公園（以下「上野総合公園」という。）の指定管理者が行う業務の内容及び

管理運営基準とその範囲等は、本仕様書による。 

 

 

第１ 趣旨  

 本仕様書は、上野総合公園の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めるこ

とを目的とする。 

 

 

第２ 管理運営に関する基本的な考え方  

 指定管理者は、次に掲げる項目に沿ってその管理運営を実施すること。 

 なお、市は施設の設置者として、必要に応じて指定管理者に対して指示等を行う。 

 

１ 本仕様書のほか、次に掲げる関係法令等に基づいた管理運営を行うこと。 

  なお、指定期間中に関係法令等に改正があった場合は、改正された内容を仕様とする。 

 (１)地方自治法 

 (２)労働基準法等労働関係諸法 

 (３)消防法 

 (４)個人情報の保護に関する法律 

 (５)庄原市都市公園条例 

 (６)庄原市都市公園条例施行規則 

 (７)庄原市個人情報の保護に関する法律施行条例 

 (８)庄原市個人情報の保護に関する法律等施行規則 

 (９)庄原市情報公開条例 

 (10)庄原市物品管理規則 

 (11)その他関係法令 

２ 上野総合公園の設置目的である、住民全般の休息、観賞、散歩、遊戯、運動等総合的な

利用に供するよう、効果的で適切な管理運営を行うこと。 

３ 公の施設であることを常に念頭において、平等利用の確保及び管理運営を図ること。 

４ 個人情報の保護を徹底すること。 

５ 利用促進及びサービスの向上を図るとともに、利用者等の意見を管理運営に反映させ、

満足度向上を図ること。 

６ 利用者が常に安全かつ安心して施設の利用を図ることができるよう適切な管理運営を

行うとともに、効率的な管理運営で経費の縮減を図ること。 

７ 市及び関係機関並びに地域との連絡調整を密にし、連携を図ること。 
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第３ 施設管理  

１ 休園日 

 毎週水曜日（水曜日が国民の祝日に関する法律に規定する休日のときは、その前日）  

 12 月 29 日から翌年１月３日まで 

 ただし、市長が特に必要があると認めるときは、別に休園日を定め、または休園日に

開園することがある。 

 また、指定管理者は特に必要があると認めるときは、あらかじめ市長の承認を受けて、

別に休園日を定め、または休園日に開園することができる。 

 

２ 使用時間 

 陸上競技場 午前８時 30 分から午後９時まで（専用使用の場合は、午後 10 時まで延

長することができる。） 

 ただし、市長が特に必要があると認めるときは、これを変更することがある。 

 また、指定管理者は特に必要があると認めるときは、あらかじめ市長の承認を受けて、使

用時間を変更することができる。 

 

 

第４ 管理業務の範囲  

 指定管理者が行う業務は、次のとおりとする。 

 なお、業務の全部を第三者へ委託し、または請け負わせることはできない。 

 ただし、あらかじめ市の承認を受けた場合は、業務の一部を第三者に委託し、または請け

負わせることができる。 

 

１ 施設の管理運営に関する業務 

 (１)開園・閉園及び鍵の管理 

  ① 開園及び閉園に係る業務を確実に実施し、運営に支障をきたさないよう徹底するこ

と。 

  ② 鍵は、常に所定の位置にあるかを確認し、盗難及び紛失等が起こらないよう万全を期

すること。 

(２)来園者対応業務 

  ① 来園者へ対応し、施設案内等を行うこと。 

  ② 来園者等の意見を運営に反映させ、利用者サービスの向上に努めること。 

 

２ 施設の使用許可に関する業務 

 (１) 使用の許可 

    使用の許可の際には、恣意的な判断を排除し、利用者が平等に利用できるようにし

なければならない。 

 (２)使用の制限 

    次の各号のいずれかに該当するときは、使用の許可をしないこと。  
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   ① 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。  

   ② 施設及び設備を損傷するおそれがあるとき。  

   ③ 集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認

められるとき。 

   ④ その他、施設の管理運営に支障があると認められるとき。  

 (３)使用許可の取り消し 

    次の各号のいずれかに該当するときは、その許可を取り消すことができる。  

① 使用者が、庄原市都市公園条例（以下「条例」という。）及び条例に基づく規則に

違反したとき。 

   ② 使用者が、偽りその他不正な行為により使用の許可を受けたとき。  

   ③ 使用者が、利用料金を納期限までに納付しないとき。 

   ④ 施設の管理運営に支障があるとき。 

   ⑤ その他、特にその使用を不適当と認めるとき。  

(４)利用者への指導及び監督 

  ① 指定管理者は、公園の施設及び設備等について、利用者へ利用方法を指導すること。 

   ② 指定管理者は、利用者へ陸上競技場の設備の使用の許可及び備品等の貸し出しを

行うとともに、利用に際して監督を行うこと。 

(５)監督処分  

  ① 次の各号のいずれかに該当する者に対して、許可を取り消し、その効力を停止し、

若しくはその条件を変更し、または行為の中止、原状回復若しくは公園からの退去を

命ずることができる。 

    ・条例または条例の規定に基づく処分に違反している者 

    ・条例の規定による許可に付した条件に違反している者 

    ・偽りその他不正な手段によりこの条例の規定による許可を受けた者 

・使用者が、利用料金を納期限までに納付しないとき。 

  ② 次の各号のいずれかに該当するときは、許可を受けた者に対し、前項に定める処分

をし、または同項に定める必要な措置を命ずることができる。 

    ・公園に関する工事のためやむを得ない必要が生じたとき。 

    ・公園の保全または公衆の公園の利用に著しい支障が生じたとき。 

    ・公園の管理上の理由以外の理由に基づく公益上やむを得ない必要が生じたとき。  

 

３ 施設及び附属設備の維持管理に関する業務 

 (１)施設（敷地内を含む）の清掃 

  ① 施設及び敷地内について、良好な環境衛生、美観の保持に心がけ、施設としての安全

かつ快適な空間を保つために、日常及び定期的な清掃を実施すること。 

  ② 利用者の支障にならないよう配慮して清掃業務を行うものとし、使用許可の対象施

設については、開園までに清掃を完了させること。 

   なお、清掃の頻度は、別表１「施設維持管理基準」以上とすること。 

 



- 4 - 

 

 (２)植栽の維持管理 

  ① 樹木の管理 

   公園内の樹木を常に良好な状態に維持すること。 

  ② 芝（野芝）（陸上競技場フィールド内は除く）の管理 

   公園内の芝を常に良好な状態に維持すること。 

  ③ 陸上競技場フィールドの芝の管理 

   陸上競技場フィールドの芝（冬芝）を良好な状態に維持すること。 

   なお、植栽管理の頻度は、別表１「施設維持管理基準」以上とすること。 

 (３)施設及び設備の修繕 

  ① １件につき５万円（消費税及び地方消費税を含む。）未満の修繕であり、かつ年度協

定に定める予算の範囲内の修繕については、指定管理者の判断により実施するものと

し、それ以外の修繕については、市と協議の上、実施することとする。 

  ② 修繕箇所、修繕前の状態、内容、費用等がわかる写真や図面等を添付した報告書を作

成し、市の指示があったときは提出すること。 

  ③ 修繕に係る費用は、年度末に精算するため、支払いに関する書類等は整理・保管して

おくこと。 

 (４)施設及び設備の維持管理 

  上野総合公園の適正かつ効果的な運営のため、別表１「施設維持管理基準」に係る業務

を行うこと。 

  業務にあたっては、確実性、安全性及び経済性に配慮するとともに、正常に機能しない

ことが明らかになった場合には適切に対応し、市へ報告すること。 

  ① 建築物保守管理業務 

   施設を適切に管理するため、日常的に点検を行い、清潔で美観を保持すること。 

   なお、管理者は、利用者が施設を安全かつ安心して使用できるよう施設の管理に努め、

建築物等の不具合を発見した際に速やかに市に報告すること。 

  ② 設備機器保守管理業務 

   施設内の施設、設備及び機械等の専門的な保守点検については、専門的職員の配置に

よる適切な点検実施、または専門業者による外部委託により、適切な保守管理を実施

すること。 

 (５)備品の維持管理 

  ①備品は、日常的に点検し、不具合により事故が起きないよう管理すること。 

  ②備品の修繕及び廃棄等で処分を行う際は、事前に市と協議しなければならない。 

 (６)施設（敷地内を含む）の警備 

  施設及び敷地内を適宜巡回し、防犯及び防災に万全を期し、利用者が安心して使用でき

る環境の確保を行うこと。 

  なお、異常の発生に際しては速やかに対応できるよう体制を整えること。 

（７）瓢山下トイレ・休憩所の休日における開閉業務 

  庄原市の休日を定める条例による市の休日に当たる日の多目的トイレ及び休憩所につ

いて、午前９時に鍵を開錠し、午後５時に施錠すること。なお、開錠、施錠時に内部の状
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況を確認し、異常があれば市へ報告すること。 

 (８)その他市長が管理運営に必要と認める業務 

 

４ 施設の利用料金に関する業務 

  (１)利用料金の徴収 

   ① 利用料金は、指定管理者が利用者から徴収し、指定管理者の収入とする。  

   ② 指定管理者は、条例に規定する使用料の範囲内において、あらかじめ市長の承認を  

受けて利用料金を設定することができる。 

  (２) 利用料金の減免 

    指定管理者は、条例及び同条例施行規則の減免基準に適合する利用については利用

料金を減額し、または減免することができる。 

  (３) 利用料金の不還付 

    既納の利用料金は、還付しない。 

    ただし、管理上もしくは利用者において特別な理由があると認められる場合は、こ

の限りではない。 

 

５ 施設を活用した事業の企画及び運営に関する業務 

（１）利用促進事業 

① 施設の利用促進を図るため、スポーツ教室、講習会、イベント等の実施、誘致活動を

積極的に行うこと。 

② 地域・関係団体等と連携を図ること。 

③ 施設事業のＰＲや情報提供のために、インターネット上にホームページを開設し、情

報を随時更新すること。 

④ 必要に応じて情報紙や各事業のチラシ等を作成し、各種報道機関等を活用した広報

活動を行うこと。 

 

６ 施設の管理運営に関する経理業務 

 施設の管理運営業務に係る支出を適切に管理することを目的として、本業務専用の口座を

開設し、その適切な運用を図ること。 

 また、精算項目とする費目については、精算に関する実績報告書を提出した後、市による

執行確認を受け、精算を行うこととする。 

 

７ 計画・報告書等の提出 

 (１)事業計画書 

  指定管理者は、市が指定する期日までに次年度の事業計画書を作成して市に提出するこ

と。 

 (２)事業報告書 

  指定管理者は、毎会計年度終了後に事業報告書を作成して市に提出すること。 

 (３)状況報告及び現地調査 
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  市は、管理及び業務の状況等について指定管理者に報告を求めることができ、必要に応

じて実地調査を行うことができる。 

 

８ 関係機関等との連絡調整 

 指定管理者は、施設管理及びサービス提供に必要な情報等を入手するため、関係機関等と

の連絡調整を図ること。 

 

９ 引き継ぎに関すること 

 指定管理者は、指定期間の満了または指定の取り消し等により、指定管理者でなくなる場

合には、次に施設を管理する指定管理者及び市等に業務内容の引き継ぎを適切に行うこと。 

 なお、業務を引き継ぐ際は、円滑な引き継ぎに協力するとともに、必要なデータ等を遅滞

なく提供すること。 

 

 

10 その他管理運営に必要と認められる業務 

第５ 管理運営体制  

１ 職員配置 

 (１)指定管理業務に必要な業務執行体制を確保するとともに、適正な雇用形態や勤務形態

に基づく職員配置を行うこと。 

（２）公園を適切かつ安全に管理運営していく上で、開園時間内は、最低２名の職員を常駐

する。 

 (３)指定管理者の事務所を施設内に置くことができる。 

 (４)管理運営に係る許認可、資格、法定業務は、別表２「管理運営に係る許認可、資格、

法定業務一覧」のとおり。 

 (５)全従事者に名札を付けさせること。 

 

２ 職員研修等 

 職員の資質を高めるために研修等を実施するほか、業務に必要な知識と技術の向上に努め

ること。 

 

３ 職員の採用 

 (１)職員の採用等にあたっては、労働基準法等労働関係法令を遵守すること。 

 (２)現在、上野総合公園で雇用されている職員のうち、引き続き雇用を希望する者につい

ては、誠意をもって勤務条件を整備し、最大限配慮すること。 

 

 

第６ 危機管理  

１ 予防対策 

 (１)指定管理者は、庄原市地域防災計画に基づき、緊急時の対応、防災、防火対策等につ
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いて、あらかじめ市と協議し、危機管理体制（対応マニュアル及び緊急連絡網等）を

整備すること。 

 (２)防火管理者を定め、年２回以上、防火訓練を実施すること。 

 (３)消防計画を作成し、備北地区消防組合に提出すること。 

 (４)消防用設備等点検の結果を備北地区消防組合に提出すること。 

 

２ 災害時の安全確保 

 (１)自然災害、人為災害、事故及び自らが原因者・発生源となった場合等のあらゆる緊急

事態、非常事態、不測の事態があった場合は、遅滞なく利用者に対する避難誘導等の

適切な措置を講じた上、市をはじめ関係機関に報告すること。 

 (２)停電時等における施設の復旧を遅滞なく行うこと。 

 (３)その他利用者に対する対応に万全を期すること。 

 

３ 保険の加入 

 指定管理者は、募集要項及び本仕様書に定める自らのリスクに対して十分な検討を行い、

必要と判断されれば適切な範囲で保険等へ加入すること。 

 なお、市が加入する全国市長会 市民総合保険の賠償責任保険は、身体賠償が１名につき

5,000 万円、１事故につき５億円、財物賠償が１事故につき 1,000 万円を支払限度額とし、

補償保険は、死亡・後遺障害保険金が死亡について 100 万円、後遺障害について程度に応じ

て死亡保険金額の４％～100％、入院補償保険金について入院日数に応じて１万円～５万円

であるため、これを超える損害が発生した場合は指定管理者の負担となることがある。 

 また、指定管理者が行う自主事業は、市が加入する保険の対象外となるため、注意するこ

と。 

 

４ 危機管理マニュアルの作成 

 指定管理者は、公園施設内の事故の防止及び事故発生時に迅速に対応するため、危機管理

マニュアルを整備し、あらかじめ市へ提出するものとする。 

 なお、公園施設整備に伴い変更が生じる場合は、その都度変更後のマニュアルを提出する

ものとする。 

 

 

第７ 自主事業  

１ 自主事業の実施 

 指定管理者は、指定管理業務とは別に、あらかじめ市の承諾を受けて、施設の利用促進や

サービス向上のため、設置目的に合致する範囲内で自己の責任と費用において、自主的な提

案事業（自主事業）を実施することができる。 

 そのため、自主事業に係る経費については、指定管理料から経費を充当することはできな

い。 
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２ 実施方法 

 自主事業は、施設の利用に支障のない範囲で実施するよう企画・立案し、市へ自主事業計

画書を提出し、あらかじめ市の承諾を受けたものについてのみ実施することができる。 

 なお、年度中途においても自主事業計画書を提出することができる。 

 また、年度終了後に自主事業の実施状況や収支実績等を記載した事業報告書を市に提出す

ること。 

 

３ 経理 

 自主事業は、会計を独立させること。 

 

 

第８ 経費等  

１ 業務に係る経費 

指定管理者は、市からの指定管理料及び利用料金、その他収入をもって管理運営を行うも

のとする。 

 

２ 指定管理料 

 市は、指定管理業務に必要な経費を毎年度の予算の範囲内において、指定管理者に指定管

理料として支払う。 

 なお、指定管理料の具体的な金額や支払時期等は、市と指定管理者で協議の上、協定で定

める。 

 

３ 精算 

 施設及び設備に係る修繕料を精算対象経費とする。 

指定管理者は、指定期間の毎年度終了後 20 日以内に「精算に関する実績報告書」を提出する

こと。 

 市は、上記報告書提出後 30 日以内に過不足の会計処理を行う。 

 精算対象でない経費に過不足が生じても精算は行わない。 

 ただし、過不足の額があまりに過大である場合は、別に定める基準により精算し、次年度

以降の指定管理料の見直しを行う。 

 なお、具体的な精算対象経費や金額等は、市と指定管理者で協議の上、協定で定める。 

 

４ 経理 

 指定管理者は、指定管理業務に係る経理とその他業務（自主事業や団体の固有業務等）に

係る経理を区分するとともに、指定管理業務に関する経費及び収入は専用の口座をもって管

理すること。 

 

５ 指定管理料の変更 

 原則として年度当初合意した指定管理料は、変更しない。 
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 ただし、指定期間中に賃金水準または物価水準の変動により当初合意された指定管理料が

不適当となったと認めたときは、相手方に対して通知をもって指定管理料の変更を申し出る

ことができる。 

 

 

第９ 物品管理等  

１ 物品の管理 

 市の所有に属する物品は、庄原市物品管理規則に基づき適切に管理されなければならない。 

 

２ 物品の帰属 

 指定管理者が、指定期間中に指定管理料により購入した物品は、市の所有に属するものと

する。 

 

３ 備品 

 指定管理者に貸与する備品は、別表３｢備品一覧｣のとおりとする。 

 

 

第 10 責任及びリスク分担  

 施設の管理運営に係る指定管理者と市との責任及びリスクの分担は、別表４「責任及びリ

スク分担」によるものとする。 

 

 

第 11 モニタリング等  

１ モニタリングの実施 

 市は、仕様書等に定めた業務等が履行されているか確認するとともに、利用者にとってよ

りよい施設とするために指定管理者が実施した業務を総括し、今後の指定管理業務の改善等

に資するため、モニタリングを実施する。 

 また指定管理者は、モニタリングに関連する報告書提出等を行うこと。 

 

２ 満足度調査の実施 

 指定管理者は、利用者の満足度を調査するため、施設で提供されるサービス内容等に関す

る満足度調査を年１回以上実施し、その調査結果と自己評価を市に報告すること。 

 

３ 業務の基準を満たしていない場合の措置 

 モニタリングの結果、指定管理者の業務が基準を満たしていないと判断した場合、市は指

定管理者に対して業務の是正・改善を指示し、それでも改善が見られないなど業務継続が適

当でないと認められたときは、指定の取り消しや業務の停止を命じることがある。 
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第 12 情報管理  

１ 個人情報の取り扱い 

 個人情報に関する事項は、「別紙１ 個人情報取扱特記事項」を参照のこと。 

 

２ 守秘義務 

 指定管理者、本業務の全部または一部に従事する者は、本業務の実施によって知り得た秘

密及び市の行政事務等で一般に公開されていない事項を外部へ漏らし、または他の目的に使

用してはならない。 

 指定期間が満了し、若しくは指定を取り消された後においても同様とする。 

 

３ 情報公開 

 (１)指定管理者が直接業務を行うにあたり作成、または取得した文書で、指定管理者が管

理しているものの公開については、庄原市情報公開条例の趣旨に則り、指定管理者が

別途情報公開規程等を定め、積極的に公開すること。 

 (２)市は、庄原市情報公開条例の規定による情報公開請求に係る対象文書を保有していな

い場合、指定管理者に当該対象文書を提出するよう求めることができる。 

   その場合、指定管理者は、特段の事情がない限り、当該対象文書を市に提出しなけれ

ばならない。 

 

 

第 13 その他留意事項  

１ 業務開始までに行う業務 

 指定管理者の候補者は、自己の責任と費用において、令和９年４月１日から円滑に施設の

管理運営に係る業務が遂行できるように、次の業務を行うこと。 

 (１)協定項目についての市との協議 

 (２)配置する職員等の確保、職員研修 

 (３)業務等に関する各種規定の作成、協議 

 (４)業務に必要な許認可等の取得 

 (５)現行の管理者からの業務引き継ぎ 

 (６)その他業務に必要な物品等の準備 

 

２ 業務開始前の取り扱い 

 指定管理者の業務開始までの期間に、指定管理者の候補者として選定された者または指定

管理者が、次の事項に該当するに至ったときは、指定管理者の候補者としての決定または指

定管理者の指定を取り消すことがある。 

 (１)業務に必要な許認可等が取得できなかったとき。 

 (２)資金事情の悪化等により、業務の履行が確実でないと認められるとき。 

 (３)著しく社会的信用を損なう行為等により、指定管理者としてふさわしくないと認めら

れるとき。 
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 (４)庄原市議会により指定議案が否決されたとき。 

 

３ 業務開始後の取り扱い 

 指定管理者の責めに帰すべき事由により、業務の継続が困難となった場合は、市は指定を

取り消すことができる。 

 その場合、市に生じた損害は、指定管理者が賠償するものとする。 

 

４ 業務委託等 

 業務委託及び修繕等を行う場合は、可能な限り市内業者を優先すること。 

 また、浄化槽の管理を委託する場合は、保守点検と清掃業務を一括業務委託すること。 

 

５ 納税義務 

 指定管理者は、消費税、法人税、法人事業税等の納税義務を負う場合があるので、納税に

関することは管轄の税務署や市等の関係機関に確認すること。 

 

６ 監査 

 庄原市監査委員等が市の事務を監査するにあたり、必要に応じ指定管理者に対し、実地に

調査し、または必要な記録の提出を求める場合がある。 

 

７ 疑義 

 指定管理者は、本仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理等につ

いて疑義が生じた場合は、市と協議の上、決定するものとする。 
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個人情報取扱特記事項 

 

 （基本的事項） 

第１ 指定管理者は、庄原市上野総合公園の管理運営業務（以下「管理業務」という。）を

行うに当たっては、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号。以下「保護法」

という。）を遵守し、保護法を違反した場合には個人情報取扱事業者としての処罰だけで

なく、保護法第176条及び第180条の規定に基づき処罰される場合があることを認知し、個

人の権利利益を侵害することのないよう個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

 （秘密の保持） 

第２ 指定管理者は、業務等に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又

は不当な目的に使用してはならない。基本協定が終了し、又は解約された後においても、

同様とする。 

 （取得の制限） 

第３ 指定管理者は、業務等を行うために個人情報を取得するときは、当該業務等の目的を

達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により取得しなければならない。 

 （目的外利用・提供の禁止） 

第４ 指定管理者は、市の指示又は承諾があるときを除き、業務等に関して知り得た個人情

報を利用目的以外の目的に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

 （安全管理措置） 

第５ 指定管理者は、業務等に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防止その

他の個人情報の安全管理のために市と同様の、必要かつ適切な措置を講じなければなら

ない。 

 （従事者への周知及び監督） 

第６ 指定管理者は、業務等に従事している者（以下「従事者」という。）に対し、在職中

及び退職後において、業務等に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、

又は不当な目的に使用してはならないことを周知するとともに、業務等を処理するため

に取り扱う個人情報の安全管理が図られるよう、従事者に対して必要かつ適切な監督を

行わなければならない。 

 （個人情報の持ち出しの禁止） 

第７ 指定管理者は、市の指示又は承諾を得た場合を除き、個人情報が記録された資料等を

この契約に定める実施場所その他市が定める場所の外に持ち出してはならない。 

 （複写・複製の禁止） 

第８ 指定管理者は、市の承諾があるときを除き、業務等を行うために市から引き渡された

個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製してはならない。 

（再委託等に当たっての留意事項） 

第９ 指定管理者は、市の書面による承諾を得て業務等の全部又は一部を第三者に委託等

（二以上の段階にわたる委託等をする場合及び指定管理者の子会社（会社法（平成17年法

律第86号）第２条第１項第３号に規定する子会社をいう。）に委託等をする場合を含む。

以下「再委託等」という。）する場合には、再委託等の相手方に対し、市及び指定管理者

と同様の安全管理措置を講じなければならないことを周知するとともに、基本協定に基

づく個人情報の取扱いに関する一切の義務を遵守させるものとする。 

別紙１ 
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（再委託等に係る連帯責任） 

第10 指定管理者は、再委託等の相手方の行為について、再委託等の相手方と連帯してその

責任を負うものとする。 

 （再委託等の相手方に対する管理及び監督） 

第11 指定管理者は、再委託等をする場合には、再委託等する業務等における個人情報の適

正な取扱いを確保するため、再委託等の相手方に対し適切な管理及び監督をするとともに、

市から求められたときは、その管理及び監督の状況を報告しなければならない。 

（個人情報の返還又は廃棄） 

第12 指定管理者は、業務等を行うために市から提供を受け、又は自らが取得した個人情報

が記録された資料等について、業務等完了後、市の指定した方法により、直ちに返還又は

廃棄しなければならない。 

（取扱状況の報告及び調査） 

第13 市は、必要があると認めるときは、指定管理者又は再委託等の相手方に対して、業務

等を処理するために取り扱う個人情報の取扱状況を報告させ、又は調査を行うことがで

きる。 

 （漏えい等の発生時における報告） 

第14 指定管理者は、業務等に関し個人情報の漏えい、滅失、毀損その他の個人情報の安全

の確保に係る事態が発生し、又は発生したおそれがあること（再委託等の相手方により発

生し、又は発生したおそれがある場合を含む。）を知ったときは、直ちに市に報告し、市

の指示に従わなければならない。 

（指定の取り消し） 

第15 市は、指定管理者が本特記事項に定める義務を履行しない場合又は法令に違反した

場合には、指定を取り消しすることができる。 

 （損害賠償） 

第16 業務等の処理に関し、個人情報の取扱いにより発生した損害（第三者に及ぼした損害

を含む。）のために生じた経費は、指定管理者が負担するものとする。 



別表１ 施 設 維 持 管 理 基 準

施設名：庄原市上野総合公園

内　容 頻　度＜標準＞

日常的なもの 稼働日１回以上・適時

　ごみの収集
　トイレの清掃
　ちり・ほこりの清掃　等

除草（抜根・草刈）等
除草の回数とその区域は別紙
「施行箇所図」のとおり

植栽管理 樹木の管理 剪定 年１回以上

施肥 年１回以上

潅水 必要に応じて適時

防除 年１回以上

その他 必要に応じて適時

芝刈り 年４回以上

その他 必要に応じて適時

芝刈り 年50回以上

施肥 年６回以上

手抜き除草 年５回以上

目土散布 年１回以上

灌水 必要に応じて適時

殺菌剤散布 年２回以上

殺虫剤散布 年２回以上

バーチカル 年２回以上

エアレーション 年２回以上

スイーパー 年４回以上

播種 年１回以上

その他 必要に応じて適時

消防設備 日常点検 稼働日１回以上

定期点検（機器点検） 年２回

法定点検（総合点検） 年１回

通常点検 月１回

自動扉の保守点検 日常点検 稼働日１回以上

定期点検 年４回程度

日常点検（目視点検） 稼働日１回以上

日常点検（触診点検等） 週１回

専門業者による定期点検 年１回

空調機器 日常点検 稼働日１回以上

定期点検 必要に応じて適時

日常点検 稼働日１回以上

日常点検 稼働日１回以上

修繕 施設等の修繕 必要に応じて適時

備品点検 日常点検 必要に応じて適時

遊具・ベンチ・野外卓の保守点検

施設設備総合巡視点検

施設（敷地）警備

施設名：庄原市上野総合公園

項　目

公園内（施設を含む）の清掃・除草

芝（野芝）（陸上競技
場フィールド内は除
く）の管理

陸上競技場フィールド
の芝の管理

自家用電気工作物の保安管理



別表２ 

管理運営に係る許認可、資格、法定業務一覧 

施設名：庄原市上野総合公園 

 

１ 管理運営のために必要な許認可 

 なし 

 

２ 管理運営のために必要な資格 

名 称 内    容 根拠法令等 備考 

防火管理者 施設等の防火管理業務の実施 消防法  

電気主任技術者 
自家用電気工作物の保守点検業務の実施（再委託した業者か

らの選任も可） 
電気事業法  

 

３ 管理運営のために必要な法定業務 

名 称 内    容 根拠法令等 備考 

防火管理業務 消防法に基づく「防火管理者」の指導のもとに実施すること 

消防法  
消防用設備点検報告

業務 

消防法に基づく「消防設備士」又は「消防設備点検資格者」

の資格を有するものが実施すること又は当該資格者を有す

る者を雇用している法人等に委託すること 

電気工作物保守点検

業務 

電気事業法に基づく「電気主任技術者」の資格を有する者が

実施すること又は当該資格を有する者を雇用している法人

等に委託すること 

電気事業法  

警備業務 委託する場合は、警備業法に基づく登録業者に委託すること 警備業法  

上記以外に必要な法定業務等がある場合は、適宜法令に従い必要な措置を講じること。 



別表３ 備　品　一　覧

No 品名 規格・形状等 数量 備考(保管場所等)

1 鋼鉄塗装巻尺 30m 2個 陸上競技場

2 鋼鉄塗装巻尺 50m 1個 陸上競技場

3 鋼鉄塗装巻尺 100m 1個 陸上競技場

4 ｴｽﾛﾝﾃｰﾌﾟ（巻尺） 30m 1個 陸上競技場

5 ｴｽﾛﾝﾃｰﾌﾟ（巻尺） 50m 1個 陸上競技場

6 ｴｽﾛﾝﾃｰﾌﾟ（巻尺） 100m 1個 陸上競技場

7 ﾘﾎﾞﾝﾛｯﾄﾞ 30m 1個 陸上競技場

8 ﾘﾎﾞﾝﾛｯﾄﾞ 50m 2個 陸上競技場

9 ﾘﾎﾞﾝﾛｯﾄﾞ 100m 1個 陸上競技場

10 ﾘﾎﾞﾝﾛｯﾄﾞ止金具 全天候用 100個 陸上競技場

11 走高跳用高度計 1本 陸上競技場

12 棒高跳用高度計 1本 陸上競技場

13 ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ 18個 陸上競技場

14 全自動ﾌﾗｯｼｭﾋﾟｽﾄﾙ 1丁 陸上競技場

15 ﾋﾟｽﾄﾙ 単発 2丁 陸上競技場

16 ﾊﾞﾄﾝ ｱﾙﾐ合金製 18本 陸上競技場

17 抽選器 1組 陸上競技場

18 競歩警告用円板（2本１組） ７組 陸上競技場

19 競歩失格用円板 4本 陸上競技場

20 ｽﾀｰﾄ合図用黒板 2本 陸上競技場

21 ﾊﾝﾄﾞﾏｲｸ 4台 陸上競技場

22 ﾗｲﾝ引き 12㎝幅 3台 陸上競技場

23 UCS　ｽﾋﾟﾘｯﾄﾎﾟｰﾙ 棒高跳び用ポール 1本 陸上競技場

24 砲丸 鉄製　7.26㎏ 6個 陸上競技場

25 砲丸 鉄製　6.0㎏ 6個 陸上競技場

26 砲丸 鉄製　5.0㎏ 6個 陸上競技場

27 砲丸 鉄製　4.0㎏ 6個 陸上競技場

28 砲丸 鉄製　2.721㎏ 6個 陸上競技場

29 ﾊﾝﾏｰ 7.26㎏ 4個 陸上競技場

30 ﾊﾝﾏｰ 6.0㎏ 4個 陸上競技場

施設名：庄原市上野総合公園
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31 ﾊﾝﾏｰ 4.0㎏ 4個 陸上競技場

32 円盤 2.0㎏ 4枚 陸上競技場

33 円盤 1.75kg 4枚 陸上競技場

34 円盤 1.5㎏ 4枚 陸上競技場

35 円盤 1.0㎏ 4枚 陸上競技場

36 やり 800g 4本 陸上競技場

37 やり 600g 4本 陸上競技場

38 ｽﾀｰﾀｰ台 ｱﾙﾐ製　大小 2組 陸上競技場

39 決勝審判台 1台 陸上競技場

40 周回表示器 1台 陸上競技場

41 ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 28台 陸上競技場

42 ﾊｰﾄﾞﾙ 136台 陸上競技場

43 ﾊｰﾄﾞﾙ運搬車 14台 陸上競技場

44 代用縁石 R3白色40本追加 180本 陸上競技場

45 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ風速計 3台 陸上競技場

46 風向風速計 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式 1台 陸上競技場

47 風向風速計 2台 陸上競技場

48 風向風速計気象観測用 1台 陸上競技場

49 12㎏衡器 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式1g単位 1台 陸上競技場

50 気圧計 1個 陸上競技場

51 湿度計 1個 陸上競技場

52 ﾚｰﾝﾅﾝﾊﾞｰ標識 1～8レーン：2組、9レーン用×2 18台 陸上競技場

53 風力速報表示器 1台 陸上競技場

54 走幅跳・三段跳用距離標識 1台 陸上競技場

55 踏切板標識 2台組 2組 陸上競技場

56 踏切板取替・機器全般用工具 1式 陸上競技場

57 競技専用台車 幅・三段跳用 1台 陸上競技場

58 走高跳用支柱及びﾊﾞｰ止め 1組 陸上競技場

59 棒高跳用支柱及びﾊﾞｰ止め 1組 陸上競技場

60 ﾊﾞｰ上げ器 2本組 1組 陸上競技場
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61 棒高跳用ﾏｯﾄ 1組 陸上競技場

62 走高跳用ﾏｯﾄ 1組 陸上競技場

63 走高跳用ﾊﾞｰ 4.0m 3本 陸上競技場

64 棒高跳用ﾊﾞｰ 4.5m 3本 陸上競技場

65 走高跳用ﾏｯﾄ運搬車 1台 陸上競技場

66 棒高跳用ﾏｯﾄ運搬車 2台 陸上競技場

67 吹流し 8台 陸上競技場

68 ﾌﾞﾚｲｸﾗｲﾝ､ﾗｯﾌﾟ､ｺｰﾅｰ用旗 5本 陸上競技場

69 ﾌｨﾆｯｼｭﾎﾟｽﾄ 2組 陸上競技場

70 ﾌｨﾆｯｼｭﾎﾟｽﾄ毛糸巻取器 1組 陸上競技場

71 ｽﾀｰﾀｰ拡声装置 8ﾒｶﾞﾎﾝ 1式 陸上競技場

72 ﾌｨｰﾙﾄﾞ成績表示器 3台 陸上競技場

73 足留材 1台 陸上競技場

74 ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ巻取器 4台 陸上競技場

75 ﾌｨｰﾙﾄﾞ用ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ 白　100m 4巻 陸上競技場

76 ﾌｨｰﾙﾄﾞ用ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ 赤　100m 1巻 陸上競技場

77 ﾌｨｰﾙﾄﾞ用ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ 青　100m 1巻 陸上競技場

78 ﾌｨｰﾙﾄﾞ用予選ﾗｲﾝﾃｰﾌﾟ 黄　100m 1巻 陸上競技場

79 吸水ﾛｰﾗｰ 1台 陸上競技場

80 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 1個 陸上競技場

81 一輪台車 1台 陸上競技場

82 役員席用机 10台 陸上競技場

83 役員席用椅子 20脚 陸上競技場

84 ﾌｨｰﾙﾄﾞ競技記録員腰掛 5脚 陸上競技場

85 競技者用長椅子 30台 陸上競技場

86 ﾌｨｰﾙﾄﾞ競技記録員小机 5台 陸上競技場

87 監察員用腰掛 25脚 陸上競技場

88 円盤､ﾊﾝﾏｰ投用囲い 1組 陸上競技場

89 囲い附設防護ﾈｯﾄ 2台組 1組 陸上競技場

90 囲い用輪止め 24個 陸上競技場

91 やり検査器 1台 陸上競技場

92 救護用ﾍﾞｯﾄﾞ 1台 陸上競技場

93 ﾀﾝｶ 1台 陸上競技場

94 ﾗｲﾝ引用ﾛｰﾌﾟ 1台 陸上競技場
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95 砲丸ﾋﾟｯﾄｶﾊﾞｰ 1枚 陸上競技場

96 砂場防じんｶﾊﾞｰ R3補正により更新予定 2枚 陸上競技場

97 ﾃﾝﾄ 4張 陸上競技場

98 整備用具収納台 2台 陸上競技場

99 表彰台 1位～3位 1組 陸上競技場

100 雨天記録装置覆い 5台 陸上競技場

101 雨天記録装置覆い用運搬車 1台 陸上競技場

102 ﾎﾟｰﾙ置台 1台 陸上競技場

103 円盤置台 1台 陸上競技場

104 砲丸置台 1台 陸上競技場

105 ﾊﾝﾏｰ置台 1台 陸上競技場

106 やり立台 1台 陸上競技場

107 演台 1台 陸上競技場

108 ﾊﾟﾗｿﾙ ﾍﾞｰｽ含む 5本 陸上競技場

109 簡易携帯用無線 5台 陸上競技場

110 小型精密器具用戸棚 1台 陸上競技場

111 写真判定装置
ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ×2、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾊﾟｿｺﾝ含
む

1式 陸上競技場

112 ｲﾝｶﾑｼｽﾃﾑ 1式 陸上競技場

113 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ 埋込式 1対 陸上競技場

114 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ 移動式 1対 陸上競技場

115 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ ｼﾞｭﾆｱ用 2対 陸上競技場

116 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙﾈｯﾄ 一般用（埋込用） 1対 陸上競技場

117 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙﾈｯﾄ 一般用（移動用） 1対 陸上競技場

118 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙﾈｯﾄ ｼﾞｭﾆｱ用 2対 陸上競技場

119 ｺﾞｰﾙｳｪｲﾄ 20個 陸上競技場

120 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ運搬車 2台組 1組 陸上競技場

121 ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ抜き治具 2ヶ組 1組 陸上競技場

122 ｻｯｶｰｺｰﾅｰﾌﾗｯｸﾞ 6本組 2組 陸上競技場

123 ﾗｸﾞﾋﾞｰｺﾞｰﾙ 1対 陸上競技場

124 ﾗｸﾞﾋﾞｰｺﾞｰﾙ用防護ﾏｯﾄ 2本組 2組 陸上競技場

125 ﾗｸﾞﾋﾞｰｺﾞｰﾙ抜き治具 1個 陸上競技場

126 ﾗｸﾞﾋﾞｰ用ｽｰﾊﾟｰﾎﾟｰﾙ 14本組 1組 陸上競技場

127 サッカー小型得点板 2台 陸上競技場

128 人工芝 500㎡ 陸上競技場

129 人工芝用運搬車 2台 陸上競技場
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130 ﾃﾝﾄ用台車 1台 陸上競技場

131 事務机 片袖 5台 陸上競技場

132 事務用椅子 4脚 陸上競技場

133 脇机 2台 陸上競技場

134 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ用ﾃｰﾌﾞﾙ 1台 陸上競技場

135 会議用椅子 8脚 陸上競技場

136 傘立て 40～45本用 1台 陸上競技場

137 ﾛｯｶｰ 2台 陸上競技場

138 移動用ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 両面ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 3台 陸上競技場

139 行事予定表 2ｶ月用(壁掛･横書) 1台 陸上競技場

140 掲示板 ﾋﾟﾝﾀｲﾌﾟ 1台 陸上競技場

141 保管庫（３×６） 両開 2台 陸上競技場

142 保管庫 ｶﾞﾗｽ引違戸 1台 陸上競技場

143 保管庫 引違戸 2台 陸上競技場

144 保管庫用ﾍﾞｰｽ 引違戸保管庫用 1台 陸上競技場

145 金庫 1台 陸上競技場

146 脚立 2台 陸上競技場

147 台車 3台 陸上競技場

148 案内板 5台 陸上競技場

149 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ 1台 陸上競技場

150 ｽﾓｰｷﾝｸﾞｽﾀﾝﾄﾞ 2台 陸上競技場

151 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ 1台 陸上競技場

152 電話機(子機2台) 1台 陸上競技場

153 電話機用中継ｱﾝﾃﾅ 1台 陸上競技場

154 液晶ﾃﾚﾋﾞ 1台 陸上競技場

155 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗﾚｺｰﾀﾞ 1台 陸上競技場

156 防水型特定小電力ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ 特定小電力型 3台 陸上競技場

157 ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ対応 3個 陸上競技場

158 MOﾄﾞﾗｲﾌﾞ 1台 陸上競技場

159 ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ 1台 陸上競技場

160 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 1台 陸上競技場

161 軽ﾄﾗｯｸ ｽﾀｯﾄﾞﾚｽﾀｲﾔﾎｲｰﾙ4本含 1台 陸上競技場

162 散水ﾎｰｽ・巻取り機 取水ホース、噴霧ノズル含む 2組 陸上競技場

163 背負い式ﾌﾞﾛﾜｰ 1台 陸上競技場

164 水陸両用掃除機 1台 陸上競技場
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165 折りたたみ式ﾊｰﾄﾞﾙ 小学校用 60台 陸上競技場

166 木質ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞ 1台 陸上競技場

167 木質ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞ防護柵 1台 陸上競技場

168 長机 Ｗ1,800×Ｄ450×Ｈ700 5脚 陸上競技場

169 折りたたみ椅子 38脚 陸上競技場

170 折りたたみ椅子台車 2台 陸上競技場

171 三段跳・走幅跳距離測定器 1台 陸上競技場

172 ｴｱﾛﾊﾞｲｸ 1台 陸上競技場

173 兼用ｻｰｸﾙ 2組 陸上競技場

174 投てき距離標識 大・小26組(52台) 1組 陸上競技場

175 ｿﾌﾄｺｰﾝ 1式 陸上競技場

176 ｻｯｶｰﾍﾞﾝﾁ 8人用 4台 陸上競技場

177 ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ用ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 5台 陸上競技場

178 ﾜﾝﾀｯﾁｲﾍﾞﾝﾄﾃﾝﾄ 6.0ｍ×3.0ｍ 4張 陸上競技場

179 ﾜﾝﾀｯﾁｲﾍﾞﾝﾄﾃﾝﾄ用横幕 3面 3ｾｯﾄ 陸上競技場

180 消火器 蓄圧式粉末　10型 15本 陸上競技場

181 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ制限ﾀｲﾏｰ ﾌｨｰﾙﾄﾞ競技用制限時間告知器 3台 陸上競技場

182 屋外用ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ 3台 陸上競技場

183 砲丸ﾋﾟｯﾄｶﾊﾞｰ 1枚 陸上競技場

184 棒高跳び支柱ﾊﾞｰ受け 2014年ルール対応型 1組 陸上競技場

185 ﾀﾝﾏｸﾞ容器 炭酸マグネシウム入台 1台 陸上競技場

186 床置式ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ SD-P205A 1台 陸上競技場

187 ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞｰ 1台 陸上競技場

188 単発信号機 1台 陸上競技場

189 機動掃除機
非乗用タイプ　ガソリン空冷4サイクルエン
ジン　Ｆ3223Ｈ 1台 陸上競技場

190 棒高ボックス二重底用アルミ枠 ＮＦ2016Ｎ 3台 陸上競技場

191 粘土板 ＮＦ2048Ｃ 4個 陸上競技場

192 粘土板 Ｆ2049 1個 陸上競技場

193 ｿﾌﾄｺｰﾝ 10個組 １式 陸上競技場

194 やり　男子用　60ｍ 2本 陸上競技場

195 やり　男子用　70ｍ 1本 陸上競技場

196 やり　男子用　80ｍ 1本 陸上競技場

197 ハードル　小学生用 86台 陸上競技場

198 ハードル運搬車　小学生用 9台 陸上競技場

199 フィールド成績表示機 1台 陸上競技場
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200 サッカーゴール運搬車 2台1組 1組 陸上競技場

201 超音波風速計 2台 陸上競技場

消耗品のうち３種公認等に必要な常備を希望する用器具

No 品名 規格・形状等 数量 備考(保管場所等)

1 ﾘﾎﾞﾝﾛｯﾄﾞ止金具 芝、土用 100個 消耗品

2 手旗 赤・白 15組 消耗品

3 手旗 黄 30本 消耗品

4 ｽﾀｰﾄ係手旗 赤･黄･緑 1組 消耗品

5 監察ﾏｰｶｰ 26枚 消耗品

6 ﾌﾞﾚｲｸﾗｲﾝﾏｰｶｰ 8個 消耗品

7 警告ｶｰﾄﾞ 赤・黄ｹｰｽ付 2組 消耗品

8 地砂均器 木製 6本 消耗品

9 水取りｺﾞﾑﾌﾞﾗｼ 12本 消耗品

10 ほうき 9本 消耗品

11 ｽｺｯﾌﾟ 6本 消耗品

12 ﾚｰｷ ｱﾙﾐ製 6本 消耗品

13 ﾗｲﾝｶｰ ﾀｲﾌﾟＤ、5/7.6㎝幅 2台 消耗品

14
ﾌｨｰﾙﾄﾞ競技者用距離標
示

∧型 50個 消耗品

15
ﾌｨｰﾙﾄﾞ競技者用距離標
示

ｺｲﾝ型 50個 消耗品

16 毛糸巻取器用　毛糸 1巻 消耗品

17 投てき用足ふきﾏｯﾄ 2枚 消耗品

18 ﾍﾟｸﾞ（小） やり、円盤、ﾊﾝﾏｰ用 30本 消耗品

19 ﾍﾟｸﾞ（小） 砲丸用 30本 消耗品

20 ｽｰﾊﾟｰﾎﾟｰﾙ用ﾌﾗｯｸﾞ 14枚 消耗品

21 ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ 3台 消耗品

22 ｶﾗｰｺｰﾝ 50個 消耗品

23 ﾄﾗﾛｰﾌﾟ 1巻 消耗品

24 懐中電灯 3個 消耗品

25 かご 30個 消耗品

26 毛布 1枚 消耗品

27 枕 1個 消耗品

－　7　－



別表４ 

責 任 及 び リ ス ク 分 担 

 
施設名：庄原市上野総合公園 

項  目 
責任・リスク負担者 

備考 
市 指定管理者 

施設・設備・備品の維持管理  ○  

物価変動  ○ 注１ 

行政上の理由による業務内容の変更に伴う経費の変動 ○  注１ 

施設の使用許可（減免を含む）  ○  

利用料金の収受  ○  

業務委託（市の方が効率的なものを除く）  ○  

施設・設備の修繕 

改造、増築、移設 ○  注２ 

小規模修繕（１件につき５万円未満）  ○ 注３ 

小規模修繕（１件につき５万円以上） 協  議 注３ 

事故・火災等によるもの 協  議  

備品等（Ⅰ種、Ⅱ種）の購入・修繕・更新 ※ 協  議 注２ 

備品等（Ⅲ種）の購入・修繕・更新 ※  ○  

施設利用者の被災・損害 

指定管理者の責めに帰すべき事由によ

るもの 
 ○  

上記以外 ○   

保険加入 

施設瑕疵等による賠償責任保険 ○ ○ 注４ 

建物災害共済 ○   

上記以外  ○  

自然災害等の不可抗力に伴う事業の中断及びこれに伴う指定管理

者の損害 
協  議  

引き継ぎ  ○  

管理業務の中断・中止 

指定管理者の責めに帰すべき事由（事

業放棄、破綻等）によるもの 
 ○  

市の責めに帰すべき事由（市の債務不

履行、施設の廃止等）によるもの 
○   

包括的管理責任（管理瑕疵を除く） ○   

 この表中の分担について疑義が生じた場合又は表中に定めのない事項で必要がある場合は、市と指定管

理者が協議するものとする。 

 

 注１：社会経済情勢の大幅な変動があった場合や市の求めに応じ指定管理者が実施する業務を変更した

場合等は、市と指定管理者の協議により増額又は減額できるものとする。協議が整わない場合は、

市が金額を決定できるものとする。 



 注２：基本的には市の負担とするが、指定管理者による負担も認める。 

 注３：年度中の修繕費が指定管理料の修繕費の範囲を超える場合、それ以降の修繕についてはその都度市

との協議を必要とする。 

 注４：市が加入する全国市長会 市民総合保険の賠償責任保険は、身体賠償が１名につき5,000万円、１

事故につき５億円、財物賠償が１事故につき1,000万円を支払限度額とし、補償保険は、死亡・後

遺障害保険金が死亡について 100 万円、後遺障害について程度に応じて死亡保険金額の４％～

100％、入院補償保険金について入院日数に応じて１万円～５万円であるため、これを超える損害

が発生した場合は指定管理者の負担となることがあるので、指定管理者は十分な検討を行い、必要

があれば任意で加入すること。 

    また、指定管理者が行う自主事業は、市が加入する保険の対象外となるため、注意すること。 

 

 ※備品等（Ⅰ種） … 市が指定管理者に無償で貸与する備品 

  備品等（Ⅱ種） … 指定管理者が任意で指定管理料により購入、又は調達した備品 

  備品等（Ⅲ種） … 指定管理者が任意で自己の費用により購入、又は調達した備品 


